外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成26年11月20日（木）　　　　　司会：櫻田　靖子　　記録：慶長　孝太

	小笠原
	東
	矢幅
	金田
	菅原
	小林
	戸賀沢
	服部
	櫻田
	慶長
	三浦

(綾)

	業務
	業務
	公休
	業務
	業務
	○
	年休
	業務
	○
	○
	業務

	松橋
	川井
	佐々木
	油津
	會津
	小屋敷
	外城
	
	
	
	

	業務
	○
	業務
	年休
	○
	○
	○
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞
・看護グループ内研修のお知らせ
　11/26（水）17：15～17：45　場所：病院2F会議室　テーマ：認知症疾患の特徴
　対象：介護新人・初級　　　 講師：鳥谷部SGM

・11/21（金）までに、行動観察メモを入力し、小林SGMに提出すること。
・うみねこ幸房より、11/24（月）は炊き込み御飯となる為、炊飯は不要との連絡あり。

・11/21（金）佐々木　宏樹様、デイケア体験利用予定。

・11/27（木）鈴木　惇浩様、デイケア体験利用予定。

・共有フォルダ内のデータ整備を行っていくこと。

＜利用者情報＞
・浅坂　政美様～昨日18:30頃電話連絡あり。スタッフに「利用始めた時から遠慮が無かった」と言われたことが気になったとのこと。「始めは遠慮していた。自分だけそう言われるのは何か悪いことをしたからかと思った」と話す。スタッフから謝罪すると「これからもよろしくお願いします」と話し、電話を終了している。来所時には本人の訴えを傾聴し、不満の有無を確認していく。

・板橋　利美様～先週ご飯を残すことが続いていた為、青風荘スタッフから「ご飯を抜くと体力が落ちて、買い物に行って倒れても困る」といわれたと話されている。ご飯を食べて体力がついたら、来週買い物に連れていくと約束したとのことだが、約束を守らない時は2週間ご飯を食べないと話している。青風荘に確認したところ11/21（金）に買い物に行く予定になっており、本人には当日知らせるとのこと。本日の昼食は全量摂取しており、今後も食事摂取状況を確認していく。

＜うみねこ幸房より＞

・前野　義勝様～幸房にて、女性利用者への威圧的口調や怒鳴ることがあり、スタッフから介入しても変化が無いとのこと。相手の行動や対応が気になっている様子だが、面談で話をしようとすると、「自分が悪かった」と話し、面談を行おうとしない。ナイトケアでは威圧的な口調は無く、落ち着いて過ごしている為、情報を共有しながら同じ様子が見られた際には振り返りなどの介入を行なっていく。

・中村　与一郎様～幸房利用を開始しており、現段階では問題は無いとのこと。デイケアでも問題は見られていない。水、木曜日の利用となっているが、仕事の疲労度によって生活に影響が見られる可能性がある為、今後も様子を見ていき、必要に応じてデイケアや幸房利用日の調整を行っていく。

＜外来情報＞

・大久保　恒夫様～インフルエンザ予防接種実施。

・坂本　健治　様～デイケアに来ると人が多く緊張してしまい、幻聴が大きくなると話している。幻聴について「またか」と落ち込んでしまうこともあるとのことで、薬剤調整を実施。リントン（3）1T　vdsを中止とし、幻聴増加時の頓服薬としてリスパダール（0.5）1P　1日2回までが14日分処方されている。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（中村鶴子様）

実施日：H26年11月20日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：川井・三浦・戸賀沢

検討内容　

	氏名
	中村　鶴子様
	性別
	女
	年齢
	52
	生年月日
	Ｓ36年6月7日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	低血圧症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善

作業能力の持続性・向上、病識を見に付ける

	本人希望
	心身ともに健康に過ごし、再発をしない。

	家族希望
	両親の介護を行いながら、現在の生活を維持する。再発しない。

	入院歴
	計3回（最終：H11年9月　日～H12年3月14日）

	通所歴
	　　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H12年5月12日～現在　　（週1回/金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護・うみねこ幸房

	住居：

両親と同居
	家族構成




　　　　　　　　　　 兄　八戸市類家在住



	利用制度
	精神保健福祉手帳2級
	年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

	備考：事例検討に必要な情報を記載

家族教室への参加を外来で促すが、兄様は「意味がない」と拒否的。

兄様がデイケアへ間違って来所された際に面談実施。家族教室について「担当医が面談に入らず、本人が一緒なのであれば面談や家族教室の意味がない」と感じているとの事。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	心身ともに健康に過ごし、再発をしない。
	ストレスを溜め込まない。
	月1回面談を行い、家族との関わりやうみねこ幸房での出来事を確認する。
	①デイケアに通所した際は、最近の様子や身体不調の具合についての確認を行う。アドバイスをする際は、分かりやすい表現、言葉を使用し、それを本人がどう受け止めたのか確認して、内容のすり合わせを行う。

	
	
	
	②定期的に面談を行い、ストレスを溜め込まないためにも家族への不満などを傾聴していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度60％）
	今後の対応

	①デイケアに通所した際は、最近の様子や身体不調の具合についての確認を行う。アドバイスをする際は、分かりやすい表現、言葉を使用し、それを本人がどう受け止めたのか確認して、内容のすり合わせを行う。
	・H26.6月に日中の眠気を訴え、睡眠薬減薬。

・H26.8月に眼球上転があり、副作用止めが増薬となってから「動悸がする」「モヤモヤする」等の精神症状の変化が見られる。

・H26.10月から副作用止めを減薬すると、10/10にイライラ感を訴え10/13お兄様同伴で当院受診。6月の変薬後より病状変化が見られたと兄様が担当医へ相談し、変薬前（6月）の処方となっている。

・現在は、日中の眠気はあるが「イライラするよりは良い」と話される。

・兄夫婦や周囲の方々に支えられて生活が維持出来ている事を再三説明するが、義姉が自分の一番の理解者であることは分かっていても口ごたえをしてしまうと話される。

・話した内容について、後日「どういう意味だったのか？」「傷ついた」と話す事が多い。
	・来所時には毎週疾病教室を行いながら最近の状態を確認している。プログラムの内容やスタッフの説明については、曖昧な表現では理解出来ないことが多い為、分かりやすい表現で説明するように心掛けている。

・今後家族への対応を検討する必要があるが、本人の訴えや状況を確認していくには現段階での目標や計画に沿ったかかわりが必要になるため、今後も同対応を継続していく。

	②定期的に面談を行い、ストレスを溜め込まないためにも家族への不満などを傾聴していく。
	・毎月のように義姉とトラブルを起こしてしまう。

・イライラして義姉を傷つける発言をしてしまうことは分かっていても止められないと話される。きつく話すのは家族だからよかれと思って話しているとも話している。

・両親に対する態度がきつくなり、兄夫婦が病状の悪化に気付いたと話される。

・両親の介護について評価すると「自分が出来るのだから誰でも出来る」と話される。

・両親の介護についてはストレスではないと話す。

・本人も再発入院はしたくないと希望している。生活において薬や食事や他者の発言を気にすることが多く、こだわりも強い。今まで気にしたことを上手く対処できずに病状悪化に繋がる事が多い。

・兄は本人の病気を治したいと話しており、考え方のずれがある様子。家族教室については、担当医が入らないと意味がないと話、参加に拒否的となっている。
	・家族に対する不満を傾聴し対応を伝えるが、上手く対処できていない様子。今まで不満等を上手く対処できないときに、病状悪化に繋がる事が多かった為、今後も本人の不満を傾聴し、適切な対応を促していく必要がある。

・また、兄に対しても、考えや状況を確認し、本人への対応方法や今後の支援内容の確認を行う必要がある為、まずは担当医との面談の機会を調整する必要がある。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	心身ともに健康に過ごし、再発をしない。

	ストレスを溜め込まない。
	週1回面談を行い、家族との関わりやうみねこ幸房での出来事を確認し、自分自身の気持ちを整理出来るようになる。
	①デイケアに通所した際は、最近の様子や身体不調の具合についての確認を行う。アドバイスをする際は、分かりやすい表現、言葉を使用し、それを本人がどう受け止めたのか確認して、内容のすり合わせを行う。

	
	
	
	②定期的に面談を行い、ストレスを溜め込まないためにも家族への不満などを傾聴していく。


※家族との面談については、外来、うみねこ幸房とも相談し日程の調整を行っていく。

